
晴れ晴れとした新春を加盟員の皆さ
んと迎えることができたことをたいへ
ん嬉しく思います。

昨年は、能登半島の先端、石川県珠
洲市「りふれっしゅ村鉢ヶ崎」にて開催
された第 17 回日本スカウトジャンボ
リーでは、県連盟より 270 余名のスカ
ウト・指導者・大会スタッフが参加し、
灼熱の太陽の下、スカウトはたいへんエ
ネルギッシュに活動しましたが、大きく
体調を崩すこともなく、大会を楽しむこ
とができました。また、本大会は、初
めて原隊のままでの参加が可能となり、

「２級スカウト以上」という縛りがなく
なったため、参加のためのレベル低下に
よる大会ではと混乱が危惧されました
が、参加隊指導者やベンチャースカウト
の頑張りにより、大過なく無事に大会を
終えることができました。

また、昨年、たいへん残念なことに山
田 隆士 連盟長が急逝されました。5 月
に開催されました年次総会にはお元気
な姿を見せていたのがつい昨日のよう
に思い出されます。連盟長は、各種の研
修や県連事業の基礎・基盤を作り、その
中心的な役割を果たし、その功績は計り
知れないものがあります。心よりのご冥
福をお祈りいたします。

さて、今年は第 24 回世界スカウト
ジャンボリーの年、アメリカ合衆国ウエ

ストバージニア州サミット・ベクテル
保護区で開催され、県連盟としては 40
名のスカウト・指導者・IST の参加を予
定していますが、参加するスカウトが所
期の目的を達成するため厚い支援をし
てまいります。また、大会参加につきま
しては、イギリスにて開催された第 21
回世界スカウトジャンボリー以降、県連
盟内より参加するスカウトが増加し、隊
編成についても県連盟を中心とした編
成が可能となっています。この機会を捉
え、世界スカウトジャンボリー大会への
参加を身近で取り組みがいのあるスカ
ウト個々人の目標とし、スカウト活動へ
のモチベーションを高めるための取り
組みとしてまいりたいと考えます。

一方、県連盟は戦後間もない 1951
（昭和 26）年 5 月に創立（再興）して
から、2021 年度には創立 70 周年の節
目の年を迎えます。本年度は、創立 70
周年に向けた３ヶ年計画の初年度と位
置づけ、県連盟の更なる発展と充実のた
めの諸施策を計画し、県連盟が一体と
なって実践を開始する年といたします。
特に、長年にわたる加盟登録人員の減少
に対する対応については、組織の拡大・
充実を図るため「スカウトのニーズをプ
ログラム活動へ」をスローガンに掲げ

「野外を中心としたプログラム」を実施
することを重点においた活動を推進し

てまいります。スカウトが何を考え、何
を欲しているかを的確にとらえ、現代に
マッチし、かつボーイスカウト運動の主
旨に沿った魅力あるプログラムをスカ
ウトに提供し、また、スカウト自身がそ
れを自主的、そして積極的に実施展開で
きるようにするために、指導者一人ひと
りがその課題と向き合い、スカウトに指
導・支援できる力を身に付けていること
が必要であります。その指導者を支援す
る指導者研修、ラウンドテーブルや団訪
問なども更に充実させてまいります。

また、今年は、いきいき茨城ゆめ国
体・大会への奉仕という大きなチャンス
を得ました。このチャンスがいただけた
意味を良く考え、全力で取り組むと共
に、県連盟の発展と充実に繋げてまいり
ます。

県連盟にとって、厳しい環境は続くも
のと思いますが、加盟員の皆さんの弥栄
を祈念いたしまして年頭の所感といた
します。
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Information

一目でボーイスカウトとわかる制服（ユ
ニフォーム）、どうしてスカウトは制服を
着るのでしょうか。それは、次の意味があ
るからです。

 
◦スカウトであるというあかし。
◦世界中のスカウトが、同じ「ちかい」

をたて「おきて」を守る兄弟として、
仲間意識を体感するため。

◦野外を主とした活動で、活発に活動で
きるようにするため。

◦ユニフォームを清潔に正しく着用する
こと、すなわち記章や標章を正しい位
置につけ、身だしなみのよさや　自尊
心を養うこと。

◦社会のスカウト運動に対する信頼を高
めるため。

です。
また、スカウトのユニフォームには、ど

この国であっても世界スカウト記章をつ
けます。これは、「ちかい」をたてて、ス
カウト一人ひとりが世界のスカウト仲間
に加わったこと、スカウトとしてお互い
に「ちかい」と「おきて」を守って友情
を深めることを示しています。そうです
uniform、「uni」= ひとつの「form」=
形・姿勢なのです。

▪ ボーイスカウトの制服　それを着る「意味」

自分が一員である地域社会、支えてく
れている人々、自分の果たすべき役割、自
分が常に努力して社会の役に立つ準備を
着々と進めていること、積極的に建設的に
役割を果たそうとするスカウトの精神が
そこに表れています。

スカウトや指導者がスマートにユニ
フォームを着こなし、快活に活動する姿や
秩序ある行動や動作により、一般の人々か
らスカウト運動に信頼と好感が持たれる
ように、「友情」「自信」「信頼」の象徴と
なるユニフォームに大いに誇りを持ち、正
しく着用するようにしましょう。

なお、「ユニフォームを来ているときだ
けがスカウトではない」と言われるよう
に、ユニフォームを着ているときと同じ気
持ちが自然に身に付き、スカウトらしい行
動をいつもとれるようになることを期待
してます。

● 記章と標章の意味とつけ方
スカウトの制服には、どの国のスカウト

であっても「世界スカウト記章」がついて
います。これは「ちかい（やくそく）」を
たてて世界のスカウトの仲間になったこ
と、そしてスカウト一人ひとりが「おきて

（カブ隊のさだめ）」を守って友情を深める
ことを示しています。カブ以上の新制服に
は、右のポケットの上に縫い付けてありま
す。

また、制服につけられた各種の記章や標
章は、自分の所属する地域、団、隊、役務、
進歩の状況、取得した技能、参加した大会
などが一目で分かります。自分が一員であ
る地域社会、支えてくれている人々、自分
の果たすべき役割、自分が努力して社会の
役にたつ準備を着々と進めていること、積
極的に建設的な役割を果たそうとしてい
るスカウトの精神がそこに表れています。
「記章」はその人がどの区分のどの位置

づけにあるのかを表し、「標章」はその人
の所属を表しています。

制服と同様に、記章や標章も日本連盟が
定め、加盟員のみがそれを着用することが
認められています。また、制服につけられ
る記章・標章と位置は、教育規程によって
細かく定められています。

きちんと正しく着けましょう。

● 半袖の制服の下に長袖を着ること
最近、寒くなるとよく見かけるのが、半

袖の制服の下に長袖のシャツを着ている
姿です。世の中の流行なのでしょうか？ 
スカウトにも指導者にもそれが見られま
す。そして、セレモニーの時は下のシャツ
の袖を捲って制服の半袖の中に納めてい
ます・・・ってことは、基本的には「良く
ない」ってわかっているのでしょう。制服
の下に長袖シャツ・・・これっていかがな
もんでしょうか。

基準の守り手であるコミッショナーに
伺ったところ、これは「No」であるとの
ことです。スマートネスです。半袖の制服
を着るときは、袖口からシャツが出ないよ
う半袖のシャツもしくは袖のないシャツ
を下に着てください。寒いときには、防寒
着を制服の上に着るのが基本です。ただ例
外としては、長袖の制服を着る場合は、当
然のことですが、長袖の下着を着てもかま
いません。制服着用のルール、是非お守り
ください。

余談ですが、昭和の頃のボーイスカウト
は（古い話で申し訳ありませんが）、スカ
ウトは長袖でした。夏場は袖を捲ることで
対応していました。教育規程には「上着は、
長袖も着用することができる」とありま



す。つまり、半袖が主なんだよ、というこ
とでしょう。いつ頃から半袖が標準になっ
たのでしょうか。振り返ってみると、私が
指導者になった昭和 50 年代には、WB 研
修所に入所するには「半袖の制服を着用の
こと」となっていたような・・・気がしま
す。

● 「見た目」も大切なんですよ！！
今の制服の素材は、綿とポリエステル

の混紡ですので、シワになりにくいのです
が、以前のものは綿 100% であったため
シワシワになりやすく、制服を長時間着る
場合には気を遣いました。気をつけないと
とてもだらしなく見えたりもしました。着
心地はよかったんですが・・・。

昨年8月を以て、全員が新制服に移行完
了しましたので、皆さんの制服は、まだ新
しいです。ですので普通に着ていれば、だ
らしなく映ることはないでしょう。もし、
だらしなく見えるとしたら、それは着方と
いうことになります。

ボーイスカウトのイメージは、ぱりっと
した制服を着て、自律ができているという
薫る存在、輝く存在というイメージでしょ
う。以下は「人を集める技術（古谷真一郎 
著。アチーブメント出版）」という本に書
かれている一節です。紹介します。

見た目には 2 つあります。個人の見た
目と団体としての見られ方です。

個人の見た目（中略）は、体のサイズに

あっているか、汚れやシワはないか、常に
気をつけること。靴も同様に、色あせや汚
れがないような、常に磨きあげておくこと
です。つまり身だしなみに気をつけている
かということです。

身だしなみに対して意識を高く持つこ
とは、思った以上に周りへ大きな影響を与
えます。人間はより美しいもの、清潔感の
あるもの、あたらしいものに、自然と心
惹かれます。（略）　ヨレヨレのスーツを着
た、ぼさぼさ頭の冴えない印象の人から

「今度、うちの団体のイベントに来ません
か？」と声をかけられても、とても付いて
行く気にはなれません。しかし、パリッと
したスーツを着た、見栄えの良い紳士から
誘われたら、行ってみようという気になる
でしょう。（中略）

2 つ目は団体としての見られ方です。
ボーイスカウトには「スマートネス」とい
うキーワードがあります。これは動作や行
動がスマートであること、もちろん制服の
着こなしの良さも意味します。ボタンが
外れていないか、記章が正しく付いている
か、常に気を配ることを重視しています。

ボーイスカウトは、全員がまとまって
同じ制服を着こなすから、団体としての見
た目がとても良くなるのです。制服をき
て、テキパキと働いているお兄さんやお姉
さんを見て、小さな子どもは「自分もああ
なりたい！」、親御さんは「わが子もこう
なってほしい」と思うのです。

記章が付いていたり、付いていなかった
り、ボタンが外れていたり・・・と、スカ
ウトそれぞれが違う着こなしをしていた
り、だらしなく着ていては、統率がとれて
いない印象になる上、全くカッコ良くあり
ません。そんなボーイスカウトに子どもを
入れたいと親は思うわないでしょう。
・・・です。あらためてボーイスカウトで
あることの意味を考えてみましょう。

【連盟歌】
♪　花は薫るよ　花の香に

　　日は輝くよ　日の光り

　　我らに名誉の　重きあり

　　薫りか　光りか　ああ名誉

 

　　眼開きて　見きわめよ

　　耳そばだてて　ききただせ

　　われらに不断の準備あり

　　手足に　心に　ああ準備

（意味）

花には自ら発する香りがあるからこそ　花であ

り、さらに美しく在ります

太陽には自ら放つ光があるからこそ　太陽であ

り、輝く存在になるのです

スカウトも同様で、一人ひとりが名誉を保つため

に行動するからこそ、スカウトであることができ

るのです

薫る存在、輝く存在であるスカウト、それは名誉

によりもたらされるのです



皆さんは、「ちーやん」という人をご存
知でしょうか？　日本のスカウティング
界では有名な「中村 知」氏のことである。

ちーやんは、本名を「中村 知（なかむ
ら さとる）」と言い、名前の「知」から
ちーやんと敬愛を込めて呼ばれています。

ちょっと略歴を。
明治 26 年に愛媛県松山で誕生。大正

11 年京都大学文学部史学科卒。大正 12
年大阪府立高津中学校教諭に就任し、昭
和 14 年まで高津中学ボーイスカウト（高
津中学校健児団）団長。その間、昭和 4

年渡英、第 3 回世界ジャンボリーに参加、
ギルウェル実修所を修了した。昭和14年
少年団日本連盟教務部長、昭和 16 年大
日本青少年団錬成局少年部長を経て、昭
和 25 年ボーイスカウト日本連盟那須野
営場長、昭和 30 年ボーイスカウト日本
連盟奉仕部長などを歴任し、昭和 47 年
逝去。享年 79 歳。
・・・です。その功績は下記に記します。

さて、このタイミングで「ちーやん夜
話集」に触れたのは、理事長の年頭所感
にもあるように、茨城県連盟の発展と充

実には、まずスカウティングのココロを
しっかりと理解することが大切で、それ
には「ちーやん夜話集」を読むことが最
も近道？と考えたからです。

ちーやん夜話集は、県連ホームページ
の資料センター⇨ライブラリーにありま
す。この機会に是非とも読んでみてくだ
さい。

半世紀前に書かれたモノですが、スカ
ウティングとは何ぞやを明確に示してく
れます。そして、今でも我々に強烈なパ
ンチを浴びさせてくれます。

▪ 団委員・指導者の皆さん「ちーやん夜話集」を読もう！

Leader Info4mation

　ベーデン - パウエル卿が英国で、ボーイスカウトを始めたの
は、今から 55 年前の事である。その頃、日本の文部大臣は牧
野伸顕で、よく英書を読む人だったので、すぐこれを知り、そ
の進んだ青少年の社会教育法に目をつけた。それで、時の広島
高師（今の広島大学）の校長の北条時敬が、英国に道徳会議の
代表として出張するにあたり、この調査をもあわせて依頼し
た。北条はこの前年に英国で発足したこの教育訓練を見て感心
し、その文献や用具類を揃えて持ち帰ったが、その直後内閣が
変わったので、文部省では、折角のこのよき材料をもてあまし、
これを北条に渡した。
　そこで北条は、彼の校長をしていた広島高師の付属中学校の
生徒にこれを伝え、６個隊を作ってボーイスカウトのような訓
練を試みたのであったが、たまたまその一つの城東団という隊
の中に、わが中村 知 少年がいたのであった。彼は子供心にこ
の野外生活の訓練に大きな魅力を感じ、恩師北条の精神指導に
うたれた。そしてこれが彼をして、一生この運動に心身を捧げ
しめるに到ったのである。
　中村知はその後拓大を卒業し、さらに京大で東洋史学を専攻
し、大阪府立高津中学（現高津高校）に教鞭を執った。
　その頃、わが国にも、少年団運動が起こった。大正３年頃、
京都には中野忠八が、まず少年団を作ってこの ベ卿のボーイ
スカウト式の訓練をはじめたのに、彼もおおいに興味を感じて、
中野とも親しく交わり、連絡もとって、彼の高津中学の生徒の
中の希望者を集めてボーイスカウトを作り、彼はその隊長とし
て、スカウトの訓練を実施した。
　大正 11 年には、少年団日本連盟（第１代総長、後藤新平）
が結成されたので、彼は喜んで他の同志とともにこの傘下には
いり、特に佐野常羽に師事した。この佐野は、英国で親しくベ
卿の知遇を得て教えを受け、またボーイスカウトの訓練の本山
ともいうべき、ギルウェル実修所に学んで来た人で、大正１４
年には、富士の山中湖畔で、日本ではじめての指導者実修所を
開いた。彼は勇んでその第一期生となって修行し、佐野の人格
指導に傾倒した。その後彼は佐野にも愛され、ずっと彼の教え

を受け、1929 年には英国で世界ジャンボリーが開かれた
ので、佐野に従って渡英して参加、続いてギルウェル実修所
にも学んだ。それで彼は、自信を得、ますますこの道に精進
し、一方に高津中学ボーイスカウトの実際指導をしたり、大
阪連盟の改造にあたり、一方では佐野に従ってますますこの
道の指導者養成面の指導と研究に没頭した。
　彼には少年指導に必要なユーモアがある。それでなかなか
話題をまいたものだが、その一つを紹介すると、世界ジャン
ボリーへ行った時、豪雨がきてキャンプの道がドロンコに
なったので、彼は日本からゲームのためにもって来た竹馬に
乗って悠々かっ歩して、世界の少年達を驚かせたが、佐野か
らは、その茶目っけを叱られたそうだ。また、彼は詩と音楽
を勉強して、沢山のよいスカウト・ソングを作詞、作曲した。
どれも、彼の体験からほとばしり出たもので、スカウト気分
がよくあふれた曲だが、その中にはなかなかのユーモアのき
いたものもあって、少年達に愛唱されている。
　戦後、わがスカウト運動が再建されるや、指導面に円熟し
た彼は、本部の専従指導者となって実際指導を行い、那須の
常設野営場長を５年務めたが、その間に不幸眼底出血で倒れ
た。それでもう荒行はできなくなったが、その不自由な眼で、
彼は天眼鏡を使って、ベ卿の”SCOUTING FOR BOYS”
などの宝典を次々と訳出して、日本スカウト道にバイブル的
な光を与えた。もう一つ彼の高津時代の隊員達は、今になっ
て皆立派に成長し、あるいは能力ある外交官、学者、技師長
などになって活躍しているが、その中の数人は、また現在の
日本スカウト運動の最有力な中堅人物となっている。われわ
れは、「弟子を自分より偉くつくる」ことを誇りとしているが、
彼こそ身を持ってその範を示した男である。
　第一代後藤総長は「金を残したり、仕事を残したりするよ
り、人を残して一生を終わるこそ上の上たるもの」といわれ
たが、彼こそこの言葉を実行して一生を飾る人である。
　　　　　　　　　　　　　昭和 37 年 7 月記
　　　　　　　　　　　　　　　総長　三　島　通　陽

盟友 中村 知 の後世にのこしたものは　（ちーやん夜話集より）



IB-GP Program Report

去る 9 月 24 日 ( 月 ) つくば市吾妻小学校体

育館において第1回4地区IBグランプリが開催

されました。当日の天気予報だと曇り時々雨でし

たが、お天気も上上、盛り上げに一役買ってくれ

ました。

実行委員は 8:00 から集合し、会場準備。守

谷第一団の CS、BVS 隊長 2 名に指導を受けな

がらレースコースの組み立てを行いました。どう

にか、準備が完了し、スカウトたちの顔がワクワ

ク、ドキドキの中、いよいよ、セレモニーが開催

されました。県内初の GP 開催と言うこともあり、

杉浦県副コミッショナーにも来ていただいてあい

さつをもらい華やかに始まりました。

担当の配置は、車検 1 名、スタート位置 1 名、

記録 1 名、インタビュアー 1 名、実況 1 名、ゴー

ル位置 3 名の合計 8 名を配置し、ビーバースカ

ウト、カブスカウトも、平等に練習走行で自分の

車の調子を見て、調整する者は調整し、調整後に

予選、予選は 3 人 1 組でタイムを競い 1 位のみ

が決勝レースに勝ち残れるルールにしました。調

整後の走りを見るために練習コースもあり、予選

前に何度も走らせているスカウトもいたので予選

前に壊れないかどうか心配になるほどでした。

練習走行で、タイヤが外れたり、コースアウト

したり、ゴールまでたどり着けなかったりの車も

ありましたが、どうにか、調整できるところは調整

し、予選レースに臨みました。予選レースは、全

員、一人一人に苦労したこと、レースにかける意

気込みなどをインタビュー形式で皆の前で話し

てもらい、車検を受けて、スタートグリッドに並

べ、レースに臨む 3 人は、ゴールで自分の車を

見守り、F1 テーマ曲の中、石岡 3 団の関根隊

長の軽やかな実況に否応なしに盛り上がり、第一

レーススタート。ゴールまで行けなかった車が 2

台、ちゃんとゴールした車が 1 台。ちょっと、残

念な第一レースで始まりました。ビーバースカウ

トは、12 名の参加で、4レース実施し、決勝は、

2 名づつで行われ、タイムで順位が決まりました。

次に、カブスカウトのレースが始まりました。

やはり、カブスカウトになるとスピードも増して、

レースカーの格好もかっこよかったり、可愛かっ

たりと洗練された感じがしました。3 台が 3 台と

もゴールする様は、なんとも言えない高揚感が

会場内を包み一層の盛り上がりを見せていまし

た。カブスカウトは、42 名の参加で、14レー

ス実施し、決勝は、14 人で競われました。4 地

区最速のタイムは、3.51”でした。

レースが終わり、全員のレースカーは、展示台

に並び、昼食を挟んで、デザイン賞の順位を決

める投票を行いました。会場にいる参加者全員

で投票を実施し、デザインでよかった車の順位を

決めました。グランプリの 3 位まで、デザイン賞

の 3 位までの表彰式を行い。それぞれ、1 位は

トロフィーと賞状、金メダル。2 位は賞状と銀メ

ダル。3 位は賞状と銅メダルを平澤地区委員長

より受け取りました。セレモニーで平澤地区委員

長の講評をもらい、次回の開催を願いながら解

散しました。

◆大会スタッフから
初めての取り組みで、まずは、6 月の大和の

森でレースカー試作に参加させてもらったことが

IBグランプリのイメージにつながり初めてのイベ

ントでしたが、比較的スムーズに大会を運営まで

こぎつけられて一因だと思いました。

また、4 地区のベテランの委員の皆さんがア

イデア豊富で、2 回の打合せで本番のレースを

開催できたことは、他の地区の話を聞く限りは奇

跡に近いと感じました。本当に4地区のプログラ

ム委員、地区コミッショナー、事務局に感謝です。

当日のことですが、始まる直前まで、練習走行

と予選レースの走る組は同じと考えていましたが、

顔見知りの CS 隊隊長らから「それでは、予選

結果が見えてしまうのでかわいそう。」と言われ、

それは、最もと思い、急遽、予定変更し、練習

走行は並び順で実行した。このことも、結果的に、

レースを盛り上げた一因でありました。

◆参加スカウトから
◦ IB グランプリは楽しかった。今度はカーブの

コースも入れてほしい。他の人が走らせている

時に自分の車の空気の抵抗を考えていて、真

ん中のコースがいいか端がいいか考えた。今

度はもう少し工夫したいので、また絶対やりた

い。

◦予選のタイムより、決勝のタイムが下がってし

まったので、くやしかった。またやりたい。今

度はデザインもがんばりたい。

◦作るのも、走らせるのも楽しかった。

◆保護者から
◦久しぶりに子ども一緒に夢中になって工作した

感じがした。重さが重い方が早くなるだろうと

思い重量オーバーにならない程度に重しをつ

けたことが結果的に良かった。

◦旦那様にこれだけは作ってとお願いして、子供

と作ってもらった。イヤイヤ始めている感じで

したが、後半は、本人よりも旦那様の方が夢

中になって作っていた。

◦当日行ってみると、コースも本格的でびっくり

した。レースカーも親子で相談しながら作成し

楽しめた。ありがとうございました。

◦夏休みだったので一緒にレースカーを仕上げ

ていきました。やっていくうちに私の方が夢中

になってしまいました。レースも一緒に見学さ

せてもらいましたが、みんな楽しそうでした。今

度は大人のレースも是非やってほしいです。期

待しています。

◆隊指導者から
◦スカウト達が本番をとても楽しみにしていまし

た。当日ちゃんと走れるか、早いタイムが出る

かドキドキワクワクして、レースを見つめる目が

真剣で輝いていたのが印象的でした。スカウト

もリーダーも保護者もとても楽しい１日でした。

コースやキットの準備等は本当に大変だったと

思います。有難うございました。

IB-GP レポート（第 4 地区）
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IB-GP レポート（第 1 地区）

10 月 21 日開催の第一地区スカウトフェス

ティバルのプログラムの一つとしてＩＢグランプリ

第 1 地区大会が盛大に開催されました。

第 1 地区の５個団が参加し、参加車両５１台で

ＢＶＳグループ、CＳグループ、BS 含む一般グ

ループの３つに分けて競技を実施しました。

大会はグループごとのトーナメント方式で実施

しました。ＤＪ担当の北茨城１団の熊田リーダー

の英語と日本語の紹介＆実況中継で盛り上がり

ました。Ｆ１レースのＢＧＭが流れる中、スカウト

も興奮して大盛況の大会となりました。各グルー

プの上位３名を表彰しました。さらに、デザイン

賞も設定、表彰してスカウトたちの力作・レース

カーをみんなでほめたたえ合いました。

大会終了後、フリー対戦の時間を設けたことが

好評でした。対戦できなかった相手や、表彰され

た上位のスカウトと対戦したり、ＢＶＳ対ＣＳ、ＢＶ

Ｓ対ＢＳ、親子対戦なども実現したりして楽しい 1

日となりました。

多くのスカウトたちが、次回の開催・対戦を夢

見て帰路に着いて行きました。

◆参加スカウトから
◦ 10 月の 21 日に行われたスカウトフェスティ

バルの午後のメインイベントの IB グランプリ

に出場して僕は惜しくも 3 位で、お父さんは

堂々の 1 位となりました。練習では僕のほう

が速かったけれど本番では 3 位になってしま

い、親子で 1 位と2 位を取ることができませ

んでした。2 位を取れなかった理由として考え

られるのは、タイヤが車体に当たってしまい、

減速してしまったからだと思います。　次回は

優勝目指して頑張りたいです。

◦ぼくは、組集会で木をのこぎりで切ったり、ね
ん土をつけたりして赤色のスポーツカーを作り

ました。工夫したところは、スピードを出すた

めにねん土をタイヤの裏にもつけて重くしたこ

とと、フロントをヤスリでけずって 60 度くら

いの所から 25 度くらいに急に変わるコース

でもスピードが落ちにくくなるようにしたこと

です。その結果 1 回戦は勝ちました。すごく

うれしかったです。でも 2 回戦では少しの差

で負けてしまいました。バランスを考えたりし

て一生けんめい作ったのでくやしかったです。

友達の車を見ると、デザインがかっこいいス

ポーツカーや、食べ物の形の面白い車など

色々ありました。

◦車作り、大変な所もあったけど、やすりをか
けて磨いたり色塗り楽しかったです。レースで

は、1 位がとれなくて悔しかったけどゴールま

でちゃんと走ったのでよかったです。

◆指導者から
◦茨城県連盟に注文した、IB グランプリの木の

パーツがとどいた時、私たちは「これをどうす

れば速く走るだろう」と考えました。レースを

やるからには、手に汗握る勝負にしたい。四

角い木っ端を削ったり、屋根を乗せたりとあれ

これ想像しても速く走る形は分かりません。な

らば実験してみるしかない。実際に車を作り

屋根の位置を変え、重心を工夫してみてもそ

んなにスピードは変わりません。それならば、

スカウト達には自由に作ってもらおう、自分で

好きなように作った方がきっと楽しい。勝負す

ることよりも自主性をとりました。

　　製作当日は晴れのち曇り、物置小屋の中で

の作業です。まずはどんな車を作るかたくさ

んイメージを膨らませますがこれがなかなか

決まりません。リーダーたちとあれこれ相談し、

考えて考えて、やっと鉛筆で木の材料に線を

引いていきます。形が決まれば後は速い。

　　リーダーと協力しながら木を削ったり、のこ

ぎりで切った木っ端を屋根として乗っけたりし

ました。ライトや羽根までも付け、やっと白木

の車が出来上がりました。形ができてスカウト

達も少々満足な様子。次はアクリル絵の具で

塗っていきます。色がつくことでより一層個性

が発揮され、思い思いの車が完成しました。

出来上がったらもう走らせるしかない。にわか

に板ぱちで傾斜を作り、自分達だけのレース

の開催です。

　　レースという勝負で勝てるよう努力すること

も大切ですが、今回のように与えられたパー

ツを使い、自由な発想で形作っていくというこ

とは成長していく過程でとても貴重な経験に

なったと思います。

◦大会スタッフとして、コースの組み立てとス
タート係を主に担当しました。初めにコースで

すが各部品には、組み立てやすく番号と印が

付けてあり初心者でも要領がわかれば的確に

組み立てが出来るようになっていました。様々

個所に工夫と苦労の跡が見られ素人から見て

も完成度の高いコースだったと思います。

　　そして、GP 本戦では、この大会のために

選曲された BGM が流れる中、大会を盛り上

げるアナウンスの合図で 3 台の車が一斉にス

タートを切る様相は、上から真直で見ると興

奮の域に達していました。スタート前に車のタ

イヤの具合を確認したり脱輪が懸念される車

は真ん中のレーンにするなど思考することも多

く1 時間以上に及ぶ熱戦に緊張の途切れる間

もなく周りの雰囲気を含め終始歓喜の声で埋

まっていました。次の開催に団としての意欲を

燃やしてます。

◆保護者から
◦ IB グランプリは競技用車両キットで参加しま

したが、車両に関してこだわったのは、摩擦

抵抗・走行直進性です。車両の形状は当団の

助川リーダーのご助力で単なる四角の木片か

ら「車」へと生まれ変わりました。当初は車

両にフィギュアを装飾しましたが「出場するか

らには勝つ！」の意気込みで、コースは平坦距

離が長いことから重力加速度重視から摩擦低

減のため、すべて取り払い軽量化しボディー

ペイントのみとしました。また、車両キットに

は元々車軸スリーブ装着溝が掘ってありました

が、微妙にシャーシに対して平行に彫られてい

なかったため、平行になるように調整しました。

最後に車軸に潤滑剤を塗布して完成です。家

での試験走行では息子の車に負けていました

が、本番では勝ったので父親の威厳は保たれ

たかな？と一安心でした。

◦ＩＢグランプリはとても楽しかったです。ただ子
供には木材が固かったです。色塗り装飾は楽

しめました。負けて悔しいので、またやりたい

そうです。

◦娘が 1 人で作るには難しい感じですが、親子
で一緒に作れて楽しかったです。 またそれぞ

れの車のデザインを見たり、レースではみん

なと一緒にワイワイとでき、とっても楽しい時

間でした。
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IB-GP レポート（第 5 地区）

○実施日：　平成３０年１１月１８日（日）

○実施場所：土浦市青少年の家　講堂

○実施概要：
平成２９年度の県カブ・ビーバーラリーが悪天

候のため中止になったことから、地区内のカブ

隊、ビーバー隊リーダーから、せっかく準備した

プログラムが各団にあるのだから、地区としてカ

ブ・ビーバーラリーをやりたい、とラウンドテーブ

ルや地区協議会で要望が出されました。

それでは、ということで平成 30 年の地区事業

に入れることにし、県連でＩＢグランプリなることを

やる、とホームページにアップされたので、一緒

に行おうと軽い考えで計画をスタートしたのが経

緯です。

実施主体は地区プログラム委員会ということ

で実施時期が近くなってからプログラム委員会を

３度ほど行い、シミュレーションを重ねるほどＩＢグ

ランプリの所要時間など、大変な問題があること

に気付き始めました。

最も困ったことは、レース全体の時間が読めな

いことでした。

県連プログラム委員会の場で他地区のＩＢグラ

ンプリ実施スケジュールを聞き、実施済みの地区

から少しずつ情報が入り、計画の見直しを行って

いきました。

その結果、カブ・ビーバーラリーの途中ではあ

るが、時間帯を分けてビーバー部門はビーバー

だけ、カブ部門はカブだけを全員集めて、午前中

に各部門の予選トーナメントを行い、午後からそ

れぞれの部門の決勝トーナメントを行うことにし

ました。

また、レギュレーション（車検）用キットが、寸

法がばらばら過ぎて使い物にならず、重量のみと

したとの情報で、地区内で当該車検用キットを調

整し車検受付に臨みました。

当日の動きとしては

１．カブ・ビーバーラリー全体受け付け後、車

検受付に各スカウトが車両を持ち込み車検

を受け、合格した車両にゼッケンを発行。

このとき同じ団のスカウト同士が当たらない

ようゼッケン番号をランダム発行しました。

２．車検合格した車両をスタッフが受け取り、

トーナメント出走順に並べて実際のレース

時間の短縮を図りました。

　　実際のエントリー数はビーバー部門で３２

台、カブ部門で５１台の出走となりました。

　　Ａ部門のエントリーは５台でエキシビショ

ンとしてレース展開、午後のビーバー、カ

ブ部門決勝のあと「やってみたいよね !」

ということでビーバー部門、カブ部門、Ａ

部門優勝車両３台でどれが一番早いか、の

テストマッチを行いました。
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結果は・・・大人気なく？ Ａ部門の勝ち、とい

う結果になりました。

司会者の話術のおかげもあり大変盛り上がっ

たＩＢグランプリが出来ました。

スタッフの皆さんの臨機応変の対応、活躍の

おかげでなんとかやりきることが出来、さすがは

ボーイスカウトのリーダー、と改めて思い直した

一日でした。

スタッフの皆さん、引率リーダーの皆さん、あ

りがとうございました。


